
第 15 回）執筆した論文が日本排尿機能学会誌第 34 巻第 2 号「特別企画」に掲載されまし

た。 

 

理事の細川雄平と申します。職種は作業療法士です。 

現在、兵庫県西宮市で理学療法士（以下、PT）、作業療法士（以下、OT）、言語聴覚士（以下、

ST）を養成する平成リハビリテーション専門学校で教員をしております。 

 

昨年 9 月に千葉で開催された第 30 回日本排尿機能学会のシンポジウム LUTS7 ならびに JCS 

DEI,diversityセミナーで登壇したことがきっかけで、 

学会より論文執筆の依頼があり、執筆した論文が日本排尿機能学会誌第 34巻第 2号「特別

企画」に掲載されましたので報告させていただきます。 

 

現在、平成医療福祉グループ（以下、HMW）に所属しており、2015年 9月に HMWに関連する

療法士とともに排泄リハビリテーションチームを設立しました。 

これまでに、HMWに所属し、排泄リハビリテーションに従事する療法士を対象に、マニュア

ルの作成、臨床サポート、排泄リハ研修会、研究計画、ポータルサイトの運営などに関わっ

てきました。 

 

排尿自立はリハビリテーションの根幹である人間性の回復につながるため、今後も積極的

な排泄リハビリテーションを推進・展開していきたいと考えております。 

これからは、排泄ケア領域における PT や OT の役割を明確化し、ST も参画することで人間

の尊厳である「食べること」から「出すこと」までの総合的なケアが重要であると考えてい

ます。 

我々の取り組みが会員の皆様の今後の取り組みの参考となり、療法士が行う排泄リハビリ

テーションについても知っていただくきっかけになれば幸いです。 

 

学会員の方は、是非ご確認いただけると幸いです。 

今後ともよろしくお願いいたします。 

 

NPO快適な排尿をめざす全国ネットの会 理事 

平成リハビリテーション専門学校 認定作業療法士 細川雄平 
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要旨： 

我々は，リハビリの原点は歩行自立よりもまず「口から食べて，トイレに行って排泄する．」

といった人間としての尊厳をまずは優先的に改善させることを重要視しており，8 年前に平

成医療福祉グループ（以下，HMW）の関連病院の理学療法士，作業療法士と排泄リハビリ

テーションチームを発足し，関連病院で排尿リハに従事する療法士が統一したアセスメン

トや排尿リハが可能となるようにマニュアル作成や排泄ケアアドバイザーによる臨床的サ

ポート等を行ってきた．その中で HMW の関連病院と共同し，積極的な排尿リハビリテー

ションを行った結果，通常のリハビリテーションよりも下衣形態および FIM を改善する可

能性が示唆された．その改善効果は，廃用症候群および運動器疾患，機能性尿失禁パターン

症例において特に有効である可能性が示された．ただし，脳血管疾患症例においては有意な

改善を認めず，運動麻痺や高次脳機能障害による意識的な骨盤底筋訓練が困難であったこ

とから，尿失禁タイプ別だけではなく基礎疾患も併せた多様性のある介入や工夫，そして，

多職種連携における役割の明確化が必要であると考えた．また，各医療機関の療法士の配置

不足に付随して，療法士は卒前教育において排泄ケアにおける一連のプロセスを学習する

機会がない他，指定の研修会を受講する義務がなく，関連病院に所属する多くの療法士より

不安の声が上がっていた．こうした現状より，我々はさらなる排尿リハビリテーションの臨

床教育の強化を図るべくマニュアルの見直しやラウンドの実施，排泄ケアコーディネータ

ーの育成・支援，言語聴覚士の参画やリハビリテーション以外の生活支援や栄養面について

も検討している．本稿では，我々が取り組んできた排尿リハビリテーションの経過とともに

療法士の排尿リハビリテーションにおける現状と課題，今後の展望について報告したい． 

キーワード：積極的な排尿リハビリテーション，臨床的効果，療法士 


